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名古屋市上下水道局では、エネルギー消費原単位や温室効果ガス排出量等の集計を行い、増減の

原因分析やその対策の検討を実施しています。

集計の対象となる施設数が多く、集計や分析に多大な労力と時間を費やしています。また、各部

署毎の原因分析と対策の検討は毎月実施していますが、局全体の状況は半年毎の実績集計を実施し

ないと把握できません。

 施設・設備毎の電気及び燃料の使用量データの取り込みや、エネルギー消費原単位や温室効果

ガス排出量の集計を自動化する技術

 集計したデータを元に増減理由の分析や対策の検討が可能となる技術

省エネ法、温対法等のエネルギー使用量や温室効果ガス排出量等の報告書の作成。上下水道局の

事業全体におけるエネルギー使用量や温室効果ガス排出量、廃棄物発生量及び用紙使用量等の局内

での報告業務。

作業頻度：２回/年 作業期間：1～2週間程度/回 費用：0円/年

名１ エネルギー消費原単位や温室効果ガス排出量等の集計自動化 求める技術:①

名古屋市

1  課題を抱える業務の内容


